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要　旨
現在、エンタープライズシステムにスマートデバイスの活用が広がっています。スマートデバイスは多種多様であり、
マルチデバイス、マルチプラットフォームに対応したアプリケーション開発が求められます。本稿では、業務システ
ム構築基盤「SystemDirector Enterprise（SDE）」が提供する、HTML5をはじめとするWeb技術とネイティブ・アプリ
ケーション開発技術を組み合わせた、スマートデバイス向けアプリケーション開発手法について説明します。
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1. はじめに
 

近年、企業において、ITが果たす役割への期待が、単なる
作業効率化のツールから、企業としての競争力を確保するた
めのツールへと変化してきています。そのなかで、携帯可能
で高いユーザビリティを持つスマートデバイス（スマート
フォン、タブレット端末）を、エンタープライズシステムの
フロントエンドに導入し、業務の改善や新たな顧客獲得の手
段として活用する動きが急速に進んでいます。
しかし、さまざまな機種、OSが混在するスマートデバイス
をエンタープライズシステムに適用する際には、アプリケー
ション開発者は次のような、さまざまな事柄に留意する必要
があります。
(1)開発効率性 ：新技術への対応、OSごとのネイティブ・
アプリケーション開発言語の習得、既存資産の活用

(2)マルチデバイス対応容易性 ：各デバイスに対応するア
プリケーションの実装、品質保証

(3)リリース容易性 ：アプリケーションの配布手段の確立、
配布のための契約締結、証明書の手配とアプリケーショ
ンへの組込み

各スマートデバイスのネイティブ・アプリケーション開発
環境が個別に進化を遂げる一方で、HTML5/CSS3といった
Web技術の標準化が進んでいます。従来はネイティブ・アプ
リケーションでないと実現ができなかった、GPSによる位置

情報の取得、加速度センサなどのデバイスアクセス、オフラ
イン処理などをWeb技術で実現できるようになってきてお
り、Web技術だけでスマートデバイス・アプリケーションを
開発できるようになっています。特に、スマートデバイスに
搭載されたWebブラウザはHTML5への対応が進んでおり、高
機能なWebアプリケーションの実現が可能です。
スマートデバイス・アプリケーションの開発にWeb技術を
適用することで、アプリケーション開発者は次のメリットを
享受することができます。
(1)開発効率性 ：既存のWebアプリケーション開発スキル
を流用可能、既存システムやデータの再利用が容易

(2)マルチデバイス対応容易性 ：各デバイスへの対応が容
易、PC上である程度のデバッグが可能でありテストが
容易

(3)リリース容易性 ：Webサーバへの配備で利用可能
HTML5をベースとしたWebアプリケーションは、前述のと
おり、「開発効率性」「マルチデバイス対応容易性」「リ
リース容易性」といった特徴を持っていますが、スマートデ
バイスに特有のデバイス（生体認証機器など）を最大限に利
用する機能、リアルタイム性が要求される機能には不向きな
面があり、このような機能についてはネイティブ・アプリ
ケーションで実装する方が効果的です。このように、スマー
トデバイス・アプリケーションを実現するためには、Webア
プリケーションとネイティブ・アプリケーションを適材適所
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で利用するハイブリッド・アプリケーションを実現できる基
盤が必要になります。
本稿では、「SystemDirector Enterprise（SDE）」が提供す
る、HTML5ベースのWebアプリケーションとネイティブ・ア
プリケーションが相互に連携可能なハイブリッド・アプリ
ケーション開発のためのフレームワークのアーキテクチャ、
開発手法について説明します。

2. スマートデバイス・アプリケーション開発時の課題と
SDEでの提供機能

 

本章ではスマートデバイス・アプリケーション開発時の課
題と、それに対してSDEが提供する機能について解説します。
スマートデバイス・アプリケーションを開発する際には、
今までのPC向けのシステムでの検討事項に加え、以下を検討
する必要があります。
(1)スマートデバイス・アプリケーション開発に最適化さ
れた開発プロセス： UI、セキュリティ、リソースへの
考慮など、スマートデバイス・アプリケーション特有の
観点に対応した開発プロセス

(2)デバイス移植性の高いアーキテクチャ： マルチデバイ
ス対応が可能な移植性の高いアプリケーション・アーキ
テクチャ

SDEでは、スマートデバイス・アプリケーション開発を支
援する次のような機能を提供します。

図1   SDEのスマートデバイス・アプリケーション
開発支援機能

・ スマートデバイスAP開発ガイド
・ スマートデバイスAP開発支援ジェネレータ
・ スマートデバイスAPフレームワーク
詳細を 図1 に示します。
SDEでは、スマートデバイス・アプリケーション開発に最
適化された設計書のテンプレートを提供します。また、その
設計書に記載した情報から、スマートデバイス・フレーム
ワークに従ったソースコードを自動生成する機能（ソース
コード・ジェネレータ）を提供します。スマートデバイス・
アプリケーションの開発プロセスに従ったこれらの開発支援
ツール、フレームワークにより、スマートデバイス・アプリ
ケーションの効率的な開発を支援します。

3. SDEを利用した
スマートデバイス・アプリケーション開発

 

3.1 スマートデバイス・アプリケーション開発プロセス

従来のPCをクライアントとするエンタープライズシステム
向けの開発方法論をベースに、スマートデバイスをクライア
ントとするエンタープライズシステム開発における注意事項
やノウハウを、工程別に体系的に整理し、ガイドとしてまと
めています。また、スマートデバイスの特徴である、UI設計
に関するノウハウ、セキュアAP開発におけるノウハウについ
ては、それぞれガイドとしてまとめています（ 図2 ）。
スマートデバイス・アプリケーションにおいては、タッチ
ベースのUIへの対応に加え、マルチデバイスに対応する必要
がある場合には、レスポンシブ・ウェブデザイン、プログ
レッシブ・エンハンスメントなど、マルチデバイスを考慮し
たデザインを検討する必要があります。
HTML5を利用したWebアプリケーションでスマートデバイ

図2   スマートデバイスAP開発ガイド体系
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ス・アプリケーションを構築することで、マルチデバイス化
は実現しやすくなりますが、マルチデバイスを考慮したデザ
インの必要性は変わりません。
これまでのPC向けのウェブデザインでは、ある程度画面解
像度やブラウザの表示領域の大まかなサイズを推測できまし
た。しかしWebに接続可能なデバイスがますます多様化し、
「横向き」「縦向き」といったローテーションについても考
慮が必要なスマートデバイス・アプリケーションでは、見た
目の同一性に加え、コンテンツをいかに利用者に効率よく届
けるか、ということも考慮しなければなりません。
現在では、デバイスごとの画面サイズを軸にして、デザイ
ンが可変する「レスポンシブ・ウェブデザイン」という考え
方が出されています。Webアプリケーションでは、CSS3で仕
様化された、メディア・クエリの機能を利用することで、画
面サイズ、機器、オリエンテーションなどのレイアウトを切
り替えるポイント（ブレークポイント）でスタイルシートを
振り分け、スマートフォン、タブレット、PC向けの画面を切
り替えることが可能となります。また、サーバサイドの振分
処理を組み合わせるRESS（REsponsive webdesign＋Server Side
Components）を利用することで、画像ファイルなどをデバイ
スごとに柔軟に制御したり、より高度にデバイスごとにコン
テンツを切り替えたりといったことが可能になります。
更に、ブラウザ環境が混在する際のデザインやレイアウト
の実装に関しては、いくつかの考え方があり、古いブラウザ
を基準にして、最新のブラウザに対してはより最新のUIを提
供する「プログレッシブ・エンハンスメント」、最新のブラ
ウザを基準にして、古いバージョンのブラウザに対しては機
能を低下させる「グレイスフル・デグラデーション」といっ
た考え方を取り入れることで、より柔軟にスマートデバイ
ス・アプリケーションの実現が可能となります。
このような特徴を、開発初期から考慮して進められるよう、各

工程別のAP開発手順書、UI基本設計ガイドにまとめています。

3.2 スマートデバイスAPフレームワーク

スマートデバイスを含めたPR層は技術的進歩が早く、作り
直しが激しいレイヤであるのに対し、AP層、ビジネスモデル
は寿命の長いレイヤです。スマートデバイス・アプリケー
ションは、このようなPR層、AP層のライフサイクルの違いを
吸収可能なアーキテクチャを適用する必要があります。

SDEではPR層（スマートデバイス）とAP層（サーバ）間
のデータ通信を、標準仕様であるREST/JSONを用いて疎結合
にするフレームワークを提供しています（ 図3 ）。それによ
り、サーバサイドのビジネスロジックを維持したまま、クラ
イアントサイドをPC向け・スマートデバイス向けのアプリ
ケーション開発を可能にし、既存資産の有効活用、スマート
デバイス向けサービスの早期実現を支援します。更に、SDE
の提供するSaaSアプリケーション開発基盤を利用することで、
モバイルクラウドサービスの早期実現も可能となります。
スマートデバイス・アプリケーションのクライアントにお
いては、HTML5ベースのWebアプリケーションとネイティブ
アプリケーションを連携させる、ハイブリッド・アプリケー
ションの開発を支援するフレームワークを提供します。Web
のUIフレームワークには、jQuery Mobileを採用しています。
jQuery Mobileは、JavaScriptライブラリのjQueryをベースに、ス
マートデバイスに最適化されたUIを提供するフレームワーク
です。HTML5の拡張として提供され、スマートデバイス向け
のWebアプリケーション開発を効率化します。jQuery Mobileは、
以下の特徴を持っています。
・ プログラムレスで画面遷移やダイアログのアニメーショ
ンが簡単に実現できるため、デザイナーでも利用可能

・ デスクトップPCのブラウザでも動作するので、デスク
トップ上である程度の動作確認が可能

・ 1つのHTMLファイルに複数ページを記述することがで
きるように設計されているため、オフラインアプリケー
ションへの対応も容易

SDEではjQuery Mobileに加えて、エンタープライズシステ
ム開発に必要な、ネイティブ・アプリケーション連携、
MDM（Mobile Device Management）連携、ログ出力などの機能

図3   既存資産の再利用性を高めるSDEフレームワーク
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図4   スマートデバイスAPフレームワーク

をJavaScript経由で呼び出すことができるスマートデバイスAP
フレームワークを提供します（ 図4 ）。
デバイス共通実装レイヤとデバイス個別実装レイヤを分離
することで、デバイスの多様性、進化に対応しやすく、カス
タマイズ容易性を兼ね備えたアーキテクチャとなっています。

3.3 スマートデバイス・アプリケーション開発支援ツール

HTML5では、Web Storage、Offline Application、Web
Socket、Web Workerといった、アプリケーション開発向けの
APIが追加されました。このように、HTML5 ベースのアプリ
ケーション開発においては、JavaScriptを利用することが前提
となる部分が拡大されています。これにより、JavaScriptの役
割も変化してきており、エンタープライズ・アプリケーショ
ンを実現するためにJavaScriptが必要不可欠なプログラミング
言語になってきています。ただし、JavaScriptはHTMLファイ
ル中に埋め込むことができるため、ViewとLogicを分離した標
準的なHTML/JavaScriptアーキテクチャを考慮しないと、業務
アプリケーションの保守性が著しく低下する危険性を持って
います。SDEではMVVM（Model View ViewModel）アーキテク
チャに従い、View（HTML）とLogic（JavaScript）を分離した
アーキテクチャに従うジェネレータを提供することで、属人
性を排除した均一化された品質のアプリケーションの開発を
支援します（ 図5 ）。また、設計書テンプレートをインプッ
トとしたジェネレータ機構は、次の効果も期待できます。

図5   ジェネレータによる標準アーキテクチャ

・ 設計品質の向上
・ 工程移行時のコミュニケーションロスの排除
・ 設計書とコードの乖離防止

4. むすび
 

本稿では、SDEでのスマートデバイス・アプリケーション開発手
法について紹介しました。現在、エンタープライズシステムへのス
マートデバイスの適用は急激なスピードで拡大しており、NECにお
いてもスマートデバイス・アプリケーション基盤の整備に注力し、
対応を急いでいます。今後もSDEでは最新技術を取り入れ、スマー
トデバイス・アプリケーション開発を支援する機能強化を実施しま
す。なお、本機能を実装した SDEは2013年4月にリリース予定です。

*JavaScriptは、米国及びその他の国におけるOracle Corporation及びその子会社、
関連会社の登録商標です。
*jQueryは、jQuery Foundation, Inc.の商標または登録商標です。
* Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
*Androidは、Google Inc.の商標または登録商標です。
* iOSの商標は、Ciscoの米国及びその他の国のライセンスに基づき使用されています。
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